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まちの話題　　まちの話題　

　

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
平

成
30
年
中
種
子
町
成
人
式
が
、

1
月
3
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振

り
袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
68
人
（
対
象
者
は
85
人
）
の

新
た
な
門
出
を
盛
大
に
祝
い
ま

し
た
。

　

式
に
は
、
行
政
・
議
会
・
地

域
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
新

成
人
に
向
け
激
励
と
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
送
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

浜
崎
海
志
さ
ん
（
新
町
）
と
権

藤
由
里
子
さ
ん（
横
町
）が「
未

来
を
担
う
若
者
と
し
て
一
日
一

日
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
社
会

発
展
の
為
、
な
お
一
層
貢
献
出

来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
」
と
力
強
く
誓
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
成
人
式
実
行
委
員

長
の
田
平
大
輔
さ
ん（
伏
之
前
）

が
「
本
日
成
人
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、
周
囲
の
皆
さ

ま
の
支
え
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
こ

れ
か
ら
も
種
子
島
、
中
種
子
町

を
誇
り
に
思
い
、
若
い
力
で
ハ

バ
シ
カ
中
種
子
町
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
決
意
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
歓
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
、
校
区
ご
と
に
分
か
れ
お

酒
や
お
茶
な
ど
で
乾
杯
。
同
級

生
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
、
近
況
や
昔
の
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

85 人が大人の仲間入り　平成 30 年中種子町成人式

　浜崎海志さん　権藤由里子さん　田平大輔さん

　国家・町民歌の斉唱



まちの話題　

3　広報なかたね 2018.2 月号

　まちの話題　

今年も安心を守る　平成 30 年中種子町消防出初め式

　

新
春
恒
例
の
平
成
30
年
中
種

子
町
消
防
出
初
め
式
が
、
１
月

６
日
に
あ
り
、
一
年
の
地
域
防

災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

出
初
め
式
の
ス
タ
ー
ト
を
飾

る
消
防
団
員
と
消
防
・
救
急
車

両
に
よ
る
威
風
堂
々
と
し
た
パ

レ
ー
ド
が
市
街
地
を
練
り
歩
い

た
後
、
野
間
小
学
校
で
式
典
が

行
わ
れ
、
規
律
訓
練
で
は
、
熊

野
分
団
が
停
止
間
動
作
、
南
界

分
団
が
行
進
間
動
作
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
放
水
演
習
で
実
際
の

火
災
さ
な
が
ら
に
勢
い
よ
く

建
物
に
向
か
っ
て
放
水
さ
れ
る

と
、
観
客
か
ら
は
歓
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
第
二
部
は
、
中
央
公

民
館
に
移
動
し
、
永
年
の
消
防

団
員
活
動
の
功
績
や
、
無
火
災

分
団
を
た
た
え
た
表
彰
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

■
消
防
関
係
表
彰
（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰

▽
勤
続
章
（
30
年
以
上
）

　

中
央
分
団
長　

内
村　

邦
洋

鹿
児
島
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▽
功
績
章
（
20
年
以
上
）

　

油
久
分
団　

部
長　

日
髙　

修

　

納
官
分
団　

班
長　

春
田　

健
次
郎

　

増
田
分
団　

団
員　

岩
﨑　

哲
也

▽
精
績
章
（
15
年
以
上
）

　

星
原
分
団　

班
長　

橋
口　

渉

　

油
久
分
団　

班
長　

時
田　

良
洋

　

中
央
分
団　

団
員　

松
﨑　

利
彦

鹿
児
島
県
知
事
表
彰

▽
勤
続
章
（
40
年
）

　

町
消
防
団
長　

松
元　

清
人

▽
勤
続
章
（
10
年
）

　

岩
岡
分
団　

団
員　

德　

新
一
郎

　
　
　
　
　
　

団
員　

髙
磯　

芳
博

　

中
央
分
団　

団
員　

東
郷　

伸
也

　
　
　
　
　
　

団
員　

牧
瀬　

英
敏

　

熊
野
分
団　

団
員　

岩
﨑　

一
英

　
　
　
　
　
　

団
員　

稲
子　

勝

鹿
児
島
県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
表
彰

▽
功
績
章
（
15
年
以
上
）

　

油
久
分
団　

班
長　

秋
田　

裕
司

　

中
央
分
団　

班
長　

永
井　

賀
章

　
　
　
　
　
　

団
員　

永
井　

竜
太

　

納
官
分
団　

団
員　

梶
原　

誠

　

岩
岡
分
団　

団
員　

永
濵　

秀
樹

▽
功
労
章

　

増
田
分
団　

部
長　

濵
田　

博
文

　

納
官
分
団　

班
長　

春
田　

文
博

　

星
原
分
団　

班
長　

山
本　

二
男

　

中
央
分
団　

団
員　

奥
村　

誠

町
長
表
彰

▽
勤
続
章
（
30
年
）

　

熊
野
分
団
長　

中
村　

正
広

　

星
原
分
団
長　

長
深
田　

美
佐
男

▽
勤
続
章
（
20
年
）

　

中
央
分
団　

部
長　

寺
田　

博
行

　
　
　
　
　
　

団
員　

白
木　

輝
民

　

熊
野
分
団　

班
長　

黒
田　

行
三

　
　
　
　
　
　

団
員　

潮　

照
夫

▽
勤
続
章
（
10
年
）

　

星
原
分
団　

団
員　

下
玉
利　

勇

　
　
　
　
　
　

団
員　

野
平　

伸
二

　

岩
岡
分
団　

団
員　

粟
屋　

洋

　

中
央
分
団　

団
員　

奥
村　

誠

　

熊
野
分
団　

団
員　

園
田　

不
二
男

▽
30
年
以
上
勤
続
配
偶
者

　

熊
野
分
団　
　

中
村　

千
尋

　

星
原
分
団　
　

長
深
田　

美
智
子

▽
無
火
災
分
団

　

中
央
分
団

　

南
界
分
団

県
消
防
協
会
熊
毛
支
部
表
彰
・
町
長
表
彰

▽
感
謝
状

　

前
町
消
防
団
長　
　

浦
島　

茂

　

前
町
消
防
副
団
長　

德
永　

芳
博

　

前
納
官
分
団
長　
　

藤
川　

新
治

　

前
岩
岡
分
団
長　
　

折
戸　

隆
司

　市中行進

　放水演習

　熊野分団停止間動作

　日本消防協会会長表彰　
　勤続章　内村邦洋さん

　南界分団行進間動作

　団旗に敬礼
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まちの話題　　まちの話題　

　

中
種
子
町
に
５
年
間
住
ん
で
い

る
、
外
国
人
の
女
性
が
い
ま
す
。
エ

ミ
リ
・
ロ
ー
ズ
・
ア
イ
ズ
マ
ン
さ
ん

（
27
）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
ア
メ

リ
カ
人
で
す
が
、
生
ま
れ
は
な
ん
と

東
京
都
杉
並
区
。
そ
の
理
由
を
「
ど

う
し
て
？
」
と
聞
こ
う
か
「
Ｗ
Ｈ

Ｙ
？
」
と
聞
こ
う
か
で
迷
っ
て
い
る

と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　　

ご
両
親
が
黒
澤
明
監
督
の
世
界

観
、
三
船
敏
郎
が
演
じ
る
ワ
イ
ル

ド
な
ヒ
ー
ロ
ー
像
に
衝
撃
を
受
け
、

日
本
文
化
に
と
て
も
興
味
を
持
っ

た
よ
う
で
、
バ
ブ
ル
期
の
日
本
へ
移

住
。
英
語
教
師
を
し
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
日
本
人
や
日
本
文
化
に
触

れ
、
合
気
道
や
居
合
道
な
ど
を
習

得
し
た
そ
う
で
す
（「
居
合
道
っ
て

何
？
」
と
聞
け
ず
、
帰
っ
て
調
べ
ま

し
た
…
）。

　

エ
ミ
リ
さ
ん
は
そ
の
滞
在
期
間

に
産
ま
れ
た
子
ど
も
で
、
２
歳
ま
で

日
本
で
暮
ら
し
た
そ
う
で
す
。
帰
国

後
も
、
日
本
人
形
や
絵
、
飾
り
物

に
囲
ま
れ
た
環
境
で
育
っ
た
影
響

も
あ
り
、
常
に
日
本
を
身
近
に
感

じ
、い
つ
か
は
日
本
に
「
帰
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
（「
行
っ

て
み
た
い
」
じ
ゃ
な
く
「
帰
り
た
い
」

で
す
！
）。
ア
メ
リ
カ
で
進
学
し
た

大
学
で
は
日
本
語
を
専
攻
し
、
一
年

間
の
日
本
留
学
を
経
て
種
子
島
へ

現
在
は
中
種
子
町
で
英
語
を
教
え

る
、
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
彼
女
が
11
月
、
一
等
賞
を

取
り
ま
し
た
。
そ
の
受
賞
は
、
県
知

事
か
ら
表
彰
さ
れ
ニ
ュ
ー
ス
に
な

り
、
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
『
外
国
人
に
よ
る

鹿
児
島
の
魅
力
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
』

で
の
最
優
秀
賞
で
す
。
そ
の
名
の

通
り
魅
力
あ
る
動
画
で
、
種
子
島

の
素
敵
が
た
っ
ぷ
り
と
凝
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。
動
画
を
観
て
い
た
だ
け

れ
ば
わ
か
り
ま
す
が
、
５
年
が
経
っ

て
も
新
鮮
な
気
持
ち
を
失
わ
ず
に
、

異
国
の
島
の
暮
ら
し
や
文
化
を
感

じ
、
優
し
く
見
つ
め
て
い
る
の
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
松
田
）

※
受
賞
動
画
は
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

『The Beauty of Tanegashim
a

』

と
検
索
す
る
と
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

地域おこし協力隊通信（№ 16）　種子島の美しさを知るアメリカ人女性

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
方

へ
の
表
彰
伝
達
式
が
、
12
月
８

日
に
町
長
室
で
あ
り
、
表
彰
を

受
け
た
２
人
の
委
員
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
職
務
へ
の

気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

○
鹿
児
島
県
地
域
福
祉
推
進
大

会
「
社
会
福
祉
功
労
者
に
対
す

る
県
知
事
賞
」
泰
原
俊
隆
氏

○
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年

記
念
鹿
児
島
県
民
生
委
員
児
童

委
員
大
会
「
永
年
勤
続
民
生
委

員
児
童
委
員
表
彰
」
熊
野
ト
メ

子
氏
・
泰
原
俊
隆
氏

永年勤続などを表彰
民生委員・児童委員表彰伝達式

　

長
年
、
町
の
監
査
委
員
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
石
堂
嘉
明
氏
へ

の
表
彰
伝
達
式
が
、
12
月
19
日

に
町
長
室
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
29
年
が
地
方

自
治
法
施
行
70
周
年
の
節
目
の

年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し

て
総
務
省
が
多
年
監
査
事
務
に

精
励
し
、
地
方
自
治
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
に
総
務
大
臣
表

彰
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
表
彰
の
対
象
者
は
、

地
方
自
治
法
施
行
60
周
年
以
降

に
監
査
委
員
と
し
て
の
在
職
期

間
が
10
年
以
上
の
方
で
す
。

監査事務に精励
石堂嘉明氏へ総務大臣表彰

　総務大臣表彰を受けた石堂嘉明氏（中央）

　笑顔で答える
　エミリさん

２歳の頃
母親と
神社にて
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年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
12
月
11
日
に
Ａ
コ
ー
プ

中
種
子
店
で
あ
り
、
交
通
安
全

教
育
指
導
員
や
交
通
安
全
婦
人

部
、
地
区
安
全
運
転
管
理
協
議

会
各
員
や
警
察
署
員
ら
が
チ
ラ

シ
を
配
り
な
が
ら
、
事
故
防
止

や
自
転
車
保
険
へ
の
加
入
な
ど

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

冬
は
日
照
時
間
が
短
く
、
早

朝
や
夕
暮
れ
、
夜
間
に
事
故
が

多
発
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
、
夜
行

反
射
材
の
着
用
な
ど
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

交通事故の防止を呼びかけ
年末年始交通事故防止運動

　

星
原
女
性
消
防
隊
（
橋
口
ま

り
子
隊
長
）
が
、
12
月
23
日
に

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
と
福

祉
施
設
11
か
所
を
訪
問
す
る
見

守
り
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
民
生
委
員
も
見
守

り
に
参
加
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

の
姿
に
身
を
包
ん
だ
一
団
が
、

「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」
を
歌
い
な
が

ら
、
に
ぎ
や
か
に
訪
問
す
る
と
、

ど
の
お
年
寄
り
か
ら
も
自
然
と

笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
隊
は
、
今
後
も
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
見
守

り
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

にぎやかに家々を訪問
星原女性消防隊クリスマス訪問

　交通安全を呼びかけ

　牧川のデイサービス 13 番を訪問

　

東
京
の
日
本
橋
に
拠
点
を
置

く
、
東
京
日
本
橋
西
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ（
萩
原
篤
博
代
表
）か
ら
、

種
子
島
自
然
塾
（
笹
川
二
成
代

表
）
に
ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
看
板

が
寄
贈
さ
れ
、
12
月
23
日
に
同

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
長
浜
海

岸
へ
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

看
板
は
全
部
で
11
枚
寄
贈
さ

れ
、
今
後
、
各
海
岸
の
ウ
ミ
ガ

メ
の
上
陸
ポ
イ
ン
ト
へ
順
次
設

置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
１
９
８
７
年
に

創
立
さ
れ
、
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
等
に
日
々
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ウミガメ保護の看板を寄贈
東京日本橋西ロータリークラブ

　看板を設置するロータリークラブのメンバー

　

42
・
５
㎞
の
道
の
り
を
襷
で

つ
な
ぐ
熊
毛
地
区
市
町
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
12
月
３
日
に
南

種
子
町
で
あ
り
、
中
種
子
町
か

ら
も
中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

男
女
で
編
成
さ
れ
た
１
チ
ー
ム

が
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

う
ち
、
６
区
か
ら
７
区
に
か

け
て
は
親
子
に
よ
る
襷
繋
ぎ
が

あ
り
、
中
学
３
年
の
住
吉
風
遊
馬

さ
ん
が
、
母
親
の
蘭
さ
ん
に
し
っ

か
り
と
襷
を
繋
い
で
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
中
種
子
は
総

合
成
績
で
６
チ
ー
ム
中
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

42.5kmを襷
たすき

でつなぐ
第 47 回熊毛地区市町対抗駅伝競走大会

　親子で襷を繋ぐ
　　　　　　（仲西公民館付近）

出
場
選
手
（
区
間
順
、
敬
称
略
）

大
町
田
敬
、
尾
方
瑞
月
、
坂
中
伸

作
、
赤
瀬
川
さ
く
ら
、
赤
坂
洋
一
、

住
吉
風
遊
馬
、
住
吉
蘭
、
尾
西
凌

汰
、
平
田
優
人
、
長
深
田
裕
介
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第
4
回
全
国
小
学
校
ラ
ジ
オ

体
操
コ
ン
ク
ー
ル
の
成
績
発
表

が
10
月
31
日
に
あ
り
、
全
国
で

約
６
７
０
チ
ー
ム
が
参
加
す
る

中
、
増
田
小
学
校
の
５
・
６
年

生
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
か
ら
４
年
連
続
入

賞
と
い
う
快
挙
に
、
受
賞
決
定

の
瞬
間
、
子
ど
も
た
ち
は
両
手

を
挙
げ
喜
び
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の

小
学
生
の
体
力
作
り
の
一
環
と

し
て
、
か
ん
ぽ
生
命
が
２
０
１

４
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
年
々

レ
ベ
ル
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

優秀賞を受賞
第 4 回全国小学校ラジオ体操コンクール

　

平
成
29
／
30
年
産
サ
ト
ウ
キ

ビ
原
料
受
入
開
始
式
が
、
12
月

15
日
に
新
光
糖
業
（
株
）
中
種

子
工
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
工
場
や
行
政
関
係

者
な
ど
が
出
席
し
、
野
間
下
校
区

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
き
び
太
郎
」
が

見
守
る
中
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
豊
作

と
安
全
操
業
を
願
い
、
開
始
の

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
ま
れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
が

次
々
と
運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

受
入
終
了
は
、
４
月
９
日
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

製糖操業がスタート
平成 29/30 年産サトウキビ

　受賞決定を喜ぶ子どもたち

　

安
納
い
も
の
品
評
会
が
12
月

15
日
に
種
子
屋
久
農
協
本
所
で

あ
り
、
島
内
の
各
生
産
者
が
自

慢
の
い
も
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

こ
の
品
評
会
は
、
優
秀
な
生

産
者
の
安
納
い
も
を
表
彰
す
る

こ
と
で
、
生
産
意
欲
の
向
上
と

栽
培
面
積
の
拡
大
、
生
産
者
間

の
品
質
格
差
の
減
少
と
商
品
性

の
向
上
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
町
内
で
は
噂

江
哲
也
さ
ん
（
中
之
町
）
が
銀

賞
を
、
砂
坂
展
恵
さ
ん
（
上
方
）

が
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

生産意欲の向上を図る
安納いも品評会

　品評会の様子

　

５
月
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
納

官
小
学
校
の
人
権
の
花
運
動
の

閉
会
式
が
、
12
月
11
日
に
同
校

の
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
は
、
運
動
に
関
す

る
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
、
人
権

の
花
で
あ
る
ひ
ま
わ
り
を
み
ん

な
で
育
て
て
い
る
様
子
や
、
子

ど
も
た
ち
が
お
互
い
の
良
い
と

こ
ろ
を
書
い
た
作
文
な
ど
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
ひ
ま
わ
り
だ

け
で
な
く
、
お
互
い
を
思
い
や

る
や
さ
し
い
心
も
育
み
、
半
年

間
の
運
動
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

やさしい心を育む
納官小学校・人権の花運動閉会式
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中種子町の給与・定員管理等　中種子町職員の給与などを公表します

1. 総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）住民基本台帳人口は平成 29 年 1 月 1 日現在

区分
住民基本
台帳人口

歳出額
（Ａ）

実質収支額 人件費（Ｂ）
人件費率

Ｂ／Ａ 27 年度参考

28 年度 8,272 人 7,024,714 千円 52,804 千円 1,176,519 千円 16.7% 18.2%

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）職員数は平成 29 年 3 月 31 日現在、職員手当に退職手当は含まない

区分
職員数
（Ａ）

給与費 1 人あたり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

28 年度 129 人 483,100 千円 52,610 千円 197,000 千円 732,710 千円 5,679 千円

2. 職員の平均給与月額、初任給等の状況　平成 29 年 4 月 1 日現在

（1）職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額の状況 （2）職員の初任給の状況

区分
一般行政職

区分 本町 国
平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

本町 43.0 歳 319,684 円 349,633 円 一般
行政職

大卒 178,200 円 178,200 円

国 43.6 歳 330,351 円 410,719 円 高卒 146,100 円 146,100 円

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区分 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年

一般行政職
大卒 222,280 円 274,057 円 317,846 円 347,736 円

高卒 175,959 円 201,684 円 287,164 円 321,256 円

3. 一般行政職の級別職員数等の状況　平成 29 年 4 月 1 日現在

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主査
技術主査

係長
主幹

技術主幹

課長補佐
係長

課長
課長補佐

課長

職員数 15 人 4 人 8 人 36 人 22 人 14 人 1 人

構成比 15.0% 4.0% 8.0% 36.0% 22.0% 14.0% 1.0%

※本町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数

※標準的な職務内容 : 各級に該当する代表的な職務

4. 職員の手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当（平成 29 年度支給割合）

区分

本町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職 一般職 管理職

6 月期 1.225 1.025 0.85 1.05 1.225 1.025 0.85 1.05

12 月期 1.375 1.175 0.95 1.15 1.375 1.175 0.95 1.15

計 2.6 2.2 1.8 2.2 2.6 2.2 1.8 2.2

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算 5 ～ 10%

職制上の段階、職務の級等による加算措置
役職加算 5 ～ 20%



広報なかたね 2018.2 月号　8

　各課からのお知らせ （2）退職手当 （3）特殊勤務手当　平成 29 年 4 月 1 日現在

支給率 本町 国
支給実績 1,062 千円

※ 28 年度決算勤続 自己都合 定年 自己都合 定年

20 年 20.4450 月分 27.4050 月分 20.4450 月分 25.55625 月分 支給職員 1 人あたり
平均支給年額

31,235 円
※ 28 年度決算25 年 29.1450 月分 34.5825 月分 29.1450 月分 34.58250 月分

35 年 41.3250 月分 49.5900 月分 41.3250 月分 49.59000 月分 職員全体に占める
手当支給職員の割合

24.3%
※ 28 年度最高限度額 49.5900 月分 49.5900 月分 49.5900 月分 49.59000 月分

手当の種類
（4）時間外勤務手当 保育所勤務手当　　　　　税務手当

徴収手当　　　　　　　　地籍調査手当
業務手当 ( 水道企業 )

支給実績（28 年度決算） 13,146 千円
職員 1 人あたり平均支給年額 (28 年度決算 ) 112 千円

支給実績（27 年度決算） 12,102 千円
職員 1 人あたり平均支給年額 (27 年度決算 ) 110 千円

（5）その他の手当　平成 29 年 4 月 1 日現在

扶
養
手
当

扶養親族である配偶者 10,000 円

住
居
手
当

貸家
　・　

貸間

月額 12,000 円を超える家賃を支払っている職員

配偶者以外の扶養親族 8,000 円 ～ 12,000 円 0 円

扶養親族でない配偶者を有する場
合の扶養親族のうち 1 人 8,000 円 12,001 ～ 23,000 円 （家賃 -12,000）円

配偶者のない扶養親族のうち 1 人 9,000 円 23,001 ～ 55,000 円 ｛（家賃 -23,000）× 1/2｝
+11,000 円

その他の扶養親族（1 人につき） 5,000 円 55,000 円～ 27,000 円

扶養親族のうち 15 ～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円 持家 持家の居住者で世

帯主の職員 0 円

通勤手当 片道 2㎞（往復 4㎞）以上の職員。1㎞ごとに 500 円、最高限度額 25,000 円

5. 特別職の報酬等の状況　平成 29 年 4 月 1 日現在 6. 職員数の状況　部門別職員数の状況　平成 29 年 4 月 1 日現在

区分 給料月額等 期末手当 部門 区分
職員数（人）

28 年度 29 年度 増減

給
料

町　長 684,900 円

（支給割合）
6 月期 1.45 月分
12 月期 1.5 月分
計 2.95 月分

普

通

会

計

一

般

行

政

議 会 2 2 0

総 務 30 28 △ 2

副町長 570,000 円
税 務 10 12 2

保 育 所 13 14 1

教育長 538,650 円
そ の 他 民 生 11 10 △ 1

衛 生 9 8 △ 1

報
酬

議　長 304,000 円
農 林 水 産 24 24 0

商 工 1 1 0

副議長 251,000 円
土 木 11 10 △ 1

小 計 111 109 △ 2

議　員 228,000 円
教 育 16 16 0

小 計 127 125 △ 2

公
営
企
業
等
会
計

国 民 健 康 保 険 3 2 △ 1

老 人 保 健 0 0 0

簡 易 水 道 1 1 0

介 護 保 険 2 2 0

上 水 道 5 5 0

後 期 高 齢 2 2 0

小 計 13 12 △ 1
総 合 計 140 137 △ 3

◎お問い合わせ先
　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211
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　各課からのお知らせ

平成 29 年中種子町「火災・救急」の状況について
◎お問い合わせ先　中種子分遣所㉗ 0119

　平成 29 年中、種子島島内は 49 件の火災が発生し中種子町は昨年より７件増加し、20 件の火災が発
生しています。サトウキビのハカマ焼き火災は島内では９件発生し、うち町内では５件発生しています。
　火入れやハカマ焼きを行う場合は、①消防署へ届出を行う②噴霧器など消火の準備をする③２人以上
で行う－ようお願いいたします。
救急

年 合計 事故種別
急病 一般負傷 交通事故 運動競技 その他 転院搬送

平成 28 年 394 260 69 20 5 16 24
平成 29 年 417 289 70 17 6 14 21
種子島内 1582 995 260 77 16 57 177

ドクターヘリ
H29.1 ～ H29.12 2 ※ H23.12 ～ H29.11　熊毛管内出動件数：361 件

火災

年 火災件数 火災種別
建物 車両 その他 （ハカマ焼火災によるもの）

平成 28 年 13 2 0 11 2
平成 29 年 20 0 1 19 5
種子島内 49 4 3 42 9

　平成 29 年中の救急出場件数は、種子島島内では 1582 件、中種子町は 417 件で、昨年と比較
して中種子町では 23 件の増加となりました。
　内訳は、全体の７割を占める急病が 289 件、次いで一般負傷 70 件、交通事故 17 件、病院間
転院搬送が 21 件です。
　ドクターヘリの運用が平成 23 年 12 月から開始され、熊毛管内の出動は現在まで 361 件あり、
本町では平成 29 年中２件の出動がされています。
※救急車は限りある資源です。緊急に必要な人にできるだけ早い応急処置を提供できますよう、
救急車の適正利用をよろしくお願いします。

　平成 30 年度女性がん検診（子宮頸がん・乳がん検診）を計画しています。
　年に１度の検診ですので、ご自分やご家族の健康管理のため、声をかけ合って受診しましょう。
　なお、検診日は予定です。
■検診日　4 月 13 日（金）～ 4 月 16 日（月）
■場　所　中種子町保健センター
■対象者　事前に意向調査の案内を送付します。
■検診内容

検診の種類 対象者（平成 30 年中に達する年齢）

子宮頸がん検診 20 歳以上の女性

乳がん検診
マンモグラフィ 2 方向検査 40 歳～ 49 歳の女性

マンモグラフィ 1 方向検査 50 歳以上の女性

女性がん検診（子宮頸がん・乳がん検診）を受診しましょう！
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133



広報なかたね 2018.2 月号　10

各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

　全国生活習慣病予防月間は、生活習慣病に対す
る国民の意識向上と、それによる健康寿命の伸長
を目的として定められています。「一無・二少・
三多」の健康習慣で生活習慣病を予防しましょ
う！
一無（いちむ）～無くしましょう～
①無煙・禁煙
　喫煙は、がんをはじめとした生
活習慣病のリスクを高めます。
　また、自分だけでなく周りの人
にも影響を及ぼします。
二少（にしょう）～少なくしましょう～
①少食
　食事はバランスよく、腹八分に。
　16 ページの記事も参考にされて
ください。

②少酒
　節度ある適度な飲酒を。
　週に２日の休肝日を設けまし
ょう。
三多（さんた）～多くしましょう～
①多動
　自分に合った適度な運動を。今の生活にプラス
10 分の運動を取り入れましょう。
②多休
　こころと身体の休養をしっかり
とりましょう。ストレスを上手に
発散できる方法を見つけましょう。
③多接
　多くの人・物・事柄に接し、創造的な生活を送
りましょう。

2 月は全国生活習慣病予防月間です！
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

熊毛地区県・市町合同公売会の結果について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236

　税金滞納で差し押さえた財産の熊毛地区県・市
町合同公売会が、12 月 17 日に中種子町中央公民
館でありました。
　公売会には 230 人が来場し、家具や電化製品
などの出品物を落札しました。
　本町では、納税の公平を図る上で、滞納者の預
貯金等のほかに、捜索による動産の差し押さえも

しています。
　なお、今回の売却代金は各滞納金に充てています。

　　　　　　公売会の様子

■公売結果
最終出品数 207 件
落札物件数 160 件
総売却価額 434,708 円

税・保険料等の納期限について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係、福祉環境課介護保険係、町民保健課高齢者医療係
　　　　　　　　　㉗ 1111 内線 236（管理収納）、215（介護保険）、289（高齢者医療）

　２月は、下表の税・保険料の納期限となっています。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願い
します。すでに納期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

期別 納期限

国民健康保険税 ６期 ２月 28 日（水）

介護保険料 ６期 ２月 28 日（水）

後期高齢者医療保険料 ６期 ２月 28 日（水）
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税の申告等について
◎お問い合わせ先　役場税務課町民税係㉗ 1111 内線 203

住民税申告について
　「平成30年度の住民税申告」および役場での「平
成 29 年分確定（白色）申告・消費税申告」を下
記の日程で行います。集落割り当て・申告会場に
ついては、別紙配布の申告日程表をご覧ください。
■日時　２月 13 日（火）～３月 13 日（火）
　　　　※閉庁日を除く
■持参するもの
●申告する方
①印鑑（認め印）
②生命保険、損害保険払込証明書（掛金のある方）
③控除に必要な証明書（医療費の領収書・国民年
金保険料払込証明書・収用証明書等）
④「確定申告のお知らせ」（税務署からのはがき・
封書）
⑤社会保障・税番号（マイナンバー）が確認でき
るもの
⑥身元確認書類（マイナンバーカードを持ってい
ない方）
●農業や営業など事業所得のある方
①収入・支出の分かる帳簿※漁業の方は水揚げ証
明書
②経費の領収書※時間短縮のため、肥料代、燃料
代など仕分けをしてきて下さい。
③免税牛所得のある方「肉用牛売却証明書」
●年金や給与所得のある方
①源泉徴収票
●住民税申告をしなくもよい方
①確定申告、青色申告を済ませている方
②給与のみの収入で年末調整を済ませている方
③前述の①または②により、扶養者または専従者
になっている方
●税務署での所得税・消費税・贈与税申告受付期間
■所得税　
　2 月 16 日（金）～ 3 月 15 日（木）
■消費税・地方消費税（個人）
　４月２日（月）まで
■贈与税
　2 月 1 日（木）～ 3 月 15 日（木）
※閉庁日（土日祝日）を除く。
◎お問い合わせ先
　種子島税務署　㉒ 0440

マイナンバーについて
　社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入
により、平成 28 年分以降の確定申告・住民税申
告の際には「マイナンバーの記載」＋「本人確認
書類の提示」が必要です。
●マイナンバーカード（個人番号カード）をお持
ちの方は
　マイナンバーカードだけで本人確認（番号確認
と身元確認）が可能です。
●マイナンバーカードをお持ちでない方は
■番号確認書類
※ご本人のマイナンバーを確認できる書類（①、
②のうちいずれか１つ）
①通知カード
②住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（マ
イナンバーの記載があるものに限ります）
■身元確認書類
※記載したマイナンバーの持ち主であることを確
認できる書類（①～⑤などのうちいずれか１つ）
①運転免許証
②公的医療保険の被保険者証
③パスポート
④身体障害者手帳
⑤在留カード

障害者控除について
　所得税や住民税の申告では身体障害者手帳等を
お持ちの方は「障害者控除」を受けることができ
ます。また、障害者手帳等をお持ちでなくても、
町が交付する障害者控除対象者認定証を提示する
ことで控除を受けることができます。
●障害者控除対象者認定証の交付申請について
■対象者
　65 歳以上で障害者手帳等をお持ちでなく、か
つ、介護保険の要介護認定を受けており、一定の
条件にあてはまる方
※判定には要介護認定に関する調査資料を使用し
ます。
■申請窓口
　役場福祉環境課介護保険係
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　スポーツ大会の結果　

障害者の医療費を助成します
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課福祉係㉗ 1111 内線 200

重度心身障害者等医療費助成制度
対象者
　各種健康保険に加入し、下記のいずれかに該当
する方
●身体障害者手帳１級または２級の保持者
●知能指数が 35 以下の方
●身体障害者手帳３級で、知能指数が 50 以下（療
育手帳「Ｂ１」判定）
※生活保護を受けている方は対象外
受給者証の交付申請手続
　福祉環境課への事前登録が必要です。
■持参するもの

●印鑑
●健康保険証またはその証明書
●身体障害者手帳、療育手帳
●振込先が分かるもの（通帳の写し等）
給付方法
■償還給付
　医療機関の窓口で自己負担額を支払い領収書な
どを役場に提出した後に、払い戻しをします。
■必要なもの
●医療機関の証明書または領収書
●印鑑
※診療月の翌月から６か月以内に役場へ請求

土地改良区役員任期満了による交代について
◎お問い合わせ先　中種子町土地改良区㉗ 1111 内線 267

　現在任期中の役員が平成 30 年４月 25 日に任
期満了を迎えるに伴い、改選が実施されます。
　役員の決定は、各校区ごとに総代の中で推薦し、
３月下旬の通常総代会で承認という選任方式が用
いられます。
　組合員の中で立候補をされる場合は、平成 30
年２月 15 日までに各集落の総代までお知らせく
ださい。
　なお、追って総代には推薦依頼の文書をお送り
しますので、ご協力をお願いいたします。

■次期任期　
　平成 30 年４月 26 日～平成 34 年４月 25 日
■改選定数

被選任区 理事定数 監事定数
第１星原被選任区 １人

４地区で
１人

第２納官被選任区 １人
第３増田被選任区 １人
第４野間上被選任区 １人
第５野間下被選任区 １人

４地区で
１人

第６油久被選任区 １人
第７南界被選任区 １人
第８岩岡被選任区 １人

　ねんきん特別便など、年金に関する相談を受け
付けます。年金手帳や年金証書、厚生年金の経歴
に関する資料などをご持参のうえ、お気軽にご相
談ください。
■日時　2 月 7 日（水）午前 9 時～午後 1 時
■場所　中央公民館小会議室

年金相談所を開設します
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217
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確定申告無料相談のお知らせ
　所得税、個人の消費税についてご不明な点
はありませんか。
　申告に必要な帳簿の記帳方法でお困りの点
はありませんか。
　南九州税理士会種子島支部では、申告・納
税に関する相談を無料で行います。（1 回 30
分程度、要予約）
■実施期間
　2 月 1 日（木）～ 2 月 28 日（水）
　※土・日・祝日を除く
■相談内容
　所得税及び個人の消費税に関する相談
　電子申告・電子納税に関する相談
■報酬
　申告・納税に関する相談は無料
　ただし、具体的に申告書等（申告書、決算書、
帳簿）の作成を依頼する場合は有料になります。
　予約の際に各税理士事務所にご確認ください。
■場所
　南九州税理士会種子島支部の各税理士事務所

※相談を希望される税理士に事前に必ず連絡
し、予約をしてください。
※税理士には、職務上知り得た秘密を守る義
務（守秘義務）が課せられていますので、安
心してご相談ください。

「ケア★スタ」の取り組みについて
　県では、平成 28 年１月から「介護福祉課
公式フェイスブック（通称：ケア★スタ）」を
開設し、介護職の魅力や介護関連情報につい
て、積極的な情報発信に取り組んでいます。
■主な掲載内容
①介護の現場で活躍している介護職員や、こ
れから介護職を目指す学生を取材し紹介。（月
２回程度）
②その他、介護関連情報（「認知症カフェ」や
介護関連の研修会の案内等）。
■フェイスブックの閲覧方法
　インターネットの検索で「Facebook　鹿児
島県介護福祉課」と検索してください。
■「ケア★スタ」について
　ケア★スタには、「ケアスター」と「ケアス
タッフ」の意味があり、きらきら輝く介護色

（職）をイメージしたものとなっています。
■お問い合わせ先
　鹿児島県介護福祉課099(286)2687
　

税理士氏名 電話番号
廣田　久人 ㉓ 3223
西田　陽一 ㉓ 6011
前田　光範 ㉒ 0633前田　麻里
田添　祐一 ㉒ 1879
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●元号　全 247 総覧　
　（著者：山本博文）
●影裏
　（著者：沼田真佑）
●月の満ち欠け
　（著者：佐藤正午）
●卒業しよう！めんどくさがり
　（著者：名越康文）
●羽生善治はじめての子ども将棋
　（著者：羽生善治）
●ビブリオバトルへ、ようこそ！
　（著者：濱野京子）
　　　　　　　　　　　　　　　など

新刊の検索は中種子町図書室のホームページで（http://www.nakatane-library.jp/）

図書だより　
83 冊（一般書 41 冊、児童書 42 冊）の新刊が入りました !!

清水アキラ＆ミラクルひかるスペシャルライブ
◎お問い合わせ先　種子島こりーな㉗ 3711

平成 29 年度種子島こりーな自主文化事業
　清水アキラ＆ミラクルひかるスペシャルライブ
を開催します。この機会に是非、ご鑑賞ください。
■日時
　２月３日（土）午後１時 30 分開場・午後２時開演
■入場料
　一　　　般　3,000 円
　高校生以下　2,000 円　※未就学児入場不可
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誌
編
纂
に
あ
た
り
ま
し

て
、
移
住
者
の
体
験
談
な
ど
を

伺
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
自
薦
・
他
薦
問

い
ま
せ
ん
の
で
、
社
会
教
育
課

郷
土
誌
編
纂
係
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。

此
の
冬
は
寒
さ
厳
し
く
動
け
な
く
子
孫
の
帰
り
楽
し

み
に
待
て
り　
　
　
　
　
　

満
足
山　

鮫
島
ヨ
シ
ヱ

男
孫
の
超
可
愛
さ
に
ス
ト
ー
カ
ー
ま
が
い
爺
々
婆
々

で
朝
な
夕
な
に　
　
　
　
　

原
之
里　

野
田　

健

冬
空
の
暗
雲
漂
う
夕
暮
れ
は
足
早
に
な
る
落
陽
待
た

ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旭　

町　

八
汐　

眞
弓

キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
赤
子
の
笑
い
聞
く
だ
け
で
何
や
ら

可
愛
し
み
ん
な
で
可
愛
し　

旭　

町　

白
木　

民
子

秋
の
日
に
港
の
魚
沸
き
立
ち
て
釣
人
群
が
り
入
れ
食

い
に
立
つ　
　
　
　
　
　
　

横　

町　

鈴　

不
器
良

小
紺
珠
石
蕗
の
黄
色
白
い
菊
尾
花
の
そ
よ
ぐ
秋
山
わ

れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

明
日
は
発
つ
嫁
の
船
出
を
案
じ
お
り
夜
風
冷
た
く
虎

落
笛
吹
く　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

利
に
走
り
国
の
威
信
を
も
ゆ
る
が
せ
し
名
立
た
る
企

業
の
危
う
き
商
魂　
　
　
　

函　

館　

山
田　

正
明

初
秋
に
役
割
終
え
し
風
鈴
の
音
は
い
つ
し
か
鈴
虫
の

音
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

薬
の
み
火
燵
に
入
り
て
は
テ
レ
ビ
見
る
八
十
路
な
か

ば
の
齢
は
さ
び
し
も　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

週
一
度
会
ふ
楽
し
み
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
し
あ
わ
せ
人

生
と
唄
っ
て
閉
じ
る　
　
　

牧　

川　

有
留
よ
し
子

三
十
年
も
会
は
ず
仕
舞
ひ
の
さ
ち
叔
母
の
燒
香
な
す

吾
も
老
い
て
よ
ろ
め
く　
　

浜
津
脇　

橋
口　

俊
子

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
６
５
号
）

平
成
29
年
度

　
　
　
　

防
犯
標
語
審
査
結
果

小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

砂
坂　

順
平
（
野
間
小
１
年
）

「
ち
い
き
の
め　

ぼ
く
ら
を
ま
も

る　

だ
い
じ
な
め
」

優
秀
賞

德
永　

旭

（
星
原
小
１
年
）

折
戸　

詩
季
（
野
間
小
１
年
）

浦
口　

美
波
（
岩
岡
小
２
年
）

小
学
生
中
学
年
の
部

最
優
秀
賞

谷
村
栄
史
郎
（
野
間
小
３
年
）

「
あ
い
さ
つ
は　

ふ
し
ん
し
ゃ
お

い
だ
す　

ま
ほ
う
だ
よ
」

優
秀
賞

森
山　

湊
斗
（
野
間
小
３
年
）

小
濵　

充
輝
（
野
間
小
３
年
）

柳
田　

優
香
（
野
間
小
４
年
）

小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

知
念　

優
斗
（
油
久
小
６
年
）

「
う
そ
電
話
「
わ
ご
ー
は
だ
い

や
？
」
で
相
手
を
確
認
」

優
秀
賞

森
沢　

果
南
（
納
官
小
６
年
）

久
木
原
元
菜
（
増
田
小
５
年
）

田
中
菜
々
美
（
南
界
小
６
年
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

利
川　

愛
梨
（
中
種
子
中
２
年
）

「
犯
罪
を　

さ
せ
な
い
魔
法
は　

周
囲
の
目
」

優
秀
賞

永
濵　

琉

（
中
種
子
中
１
年
）

山
口　

翔
世
（
中
種
子
中
２
年
）

関　

咲
夕
紀
（
中
種
子
中
３
年
）
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肝臓病検査について　　　臨床検査技師：古市　正徳　　公立種子島病院(㉖ 1230

　

肝
臓
の
働
き
は
大
き
く
３

つ
あ
り
、
１
つ
目
は
タ
ン
パ

ク
質
、
脂
質
、
糖
質
な
ど
必

要
な
も
の
に
つ
く
り
変
え
る

こ
と
、
２
つ
目
は
ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
の
有
害
物
質
の
解
毒

作
用
で
、
３
つ
目
が
消
化
に

必
要
な
胆
汁
の
生
成
分
泌
で

す
。

　

他
に
も
働
き
は
多
岐
に
わ

た
り
大
事
な
臓
器
で
肝
心
か

な
め
な
ど
と
言
わ
れ
、
ま
た

再
生
能
力
も
高
く
少
々
損
な

わ
れ
て
も
症
状
が
出
に
く

く
、
沈
黙
の
臓
器
と
も
い
わ

れ
ま
す
。

　

肝
炎
は
原
因
と
し
て
肝
炎

の
８
割
と
も
い
わ
れ
る
ウ
ィ

ル
ス
性
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
、

非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
、

薬
剤
性
、
自
己
免
疫
性
、
循

環
不
全
な
ど
い
ろ
い
ろ
原
因

が
あ
り
複
数
の
検
査
の
組
み

合
わ
せ
で
原
因
を
探
り
、
原

因
治
療
を
し
ま
す
。
い
ち
早

く
異
常
を
発
見
す
る
た
め
ま

ず
検
診
で
も
行
う
血
液
検
査

が
在
り
ま
す
。

　

一
部
紹
介
す
る
と
、
肝
、

心
、
骨
格
筋
に
多
い
Ａ
Ｓ
Ｔ

や
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
肝　

腎
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
鋭
敏
に
反
応
す
る

γ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
な
ど
の
酵
素
の

組
み
合
わ
せ
や
、
肝
細
胞
で

生
成
さ
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
の

ア
ル
ブ
ミ
ン
、
黄
疸
の
元
の

ビ
リ
ル
ビ
ン
の
測
定
な
ど
が

一
般
的
で
、
更
に
血
液
、
体

液
を
介
し
て
感
染
す
る
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
の
検
査
も
血
液
検

査
で
異
常
が
あ
っ
た
場
合
な

ど
に
行
わ
れ
、
主
に
Ｂ
型
、

Ｃ
型
の
検
査
が
行
わ
れ
ま

す
。

　　　

Ｂ
型
は
一
度
感
染
す
る
と

一
部
、
慢
性
、
急
性
肝
炎
を

起
こ
す
人
も
い
ま
す
が
、
大

部
分
の
人
は
免
疫
に
よ
り
血

液
中
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
肝
細
胞
に
は

見
ら
れ
定
期
的
検
査
が
必
要

で
す
。
一
方
慢
性
化
し
や
す

い
Ｃ
型
肝
炎
も
最
近
で
は
飲

み
薬
の
み
で
か
な
り
の
確
率

で
完
治
が
で
き
る
よ
う
で

す
。

　

肝
炎
の
中
に
は
放
置
す
る

と
時
間
を
経
て
肝
硬
変
な
ど

に
進
行
す
る
も
の
も
あ
り
注

意
が
必
要
で
す
。
当
院
で
多

い
の
は
食
べ
す
ぎ
、
肥
満
な

ど
に
よ
る
非
ア
ル
コ
ー
ル
性

脂
肪
性
肝
炎
が
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
病

と
言
え
、
特
に
高
血
圧
、
脂

質
異
常
症
、
糖
尿
病
が
あ
る

場
合
は
特
に
注
意
が
必
要

と
さ
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
が

原
因
の
脂
肪
肝
は
医
師
の
診

断
、
指
導
の
下
、
運
動
、
食

事
療
法
で
も
か
な
り
改
善
し

う
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

　食生活改善推進員コーナー 　野菜を積極的に摂りましょう
　

毎
年
２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病

予
防
月
間
で
す
。
基
本
テ
ー
マ
は

「
一
無
（
無
煙
・
禁
煙
）、
二
少
（
少

食
・
少
酒
）、
三
多
（
多
動
・
多

休
・
多
接
）」
で
、
少
食
と
は
常

に
腹
八
分
目
を
心
が
け
る
こ
と
を

い
い
、
暴
飲
暴
食
を
控
え
、
身
体

の
機
能
を
健
康
な
状
態
に
維
持
す

る
こ
と
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
に

も
な
り
ま
す
。

　

野
菜
に
豊
富
に
含
ま
れ
る
カ
リ

ウ
ム
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
体
外

に
排
出
す
る
働
き
が
あ
り
、
そ
れ

を
含
む
食
品
は
、
野
菜
の
他
に
わ

か
め
や
イ
モ
類
、
り
ん
ご
、
バ
ナ

ナ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
が
豊
富
な
野
菜
の
摂
れ
る
レ
シ

ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

料
理
方
法

①
か
ぼ
ち
ゃ
は
８
㎜
の
厚
さ
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
斜
め
に
切
る
。
に

ん
に
く
は
み
じ
ん
切
り
、
し
め

じ
は
石
づ
き
を
除
き
小
房
分
け
。

ベ
ー
コ
ン
は
２
㎝
幅
に
切
る
。
赤

唐
辛
子
は
種
を
除
き
輪
切
り
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
、

に
ん
に
く
、赤
唐
辛
子
、か
ぼ
ち
ゃ

を
入
れ
弱
火
に
か
け
る
。
に
ん
に

く
の
香
り
が
立
っ
た
ら
し
め
じ
、

ベ
ー
コ
ン
を
加
え
る
。
か
ぼ
ち
ゃ

を
返
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
加
え

炒
め
合
わ
せ
る
。
塩
・
こ
し
ょ
う

で
味
を
と
と
の
え
器
に
盛
る
。

「かぼちゃとアスパラガスのにんにく炒め」（２人分）
かぼちゃ 80g にんにく 1/2 かけ
アスパラガス 2 本　 赤唐辛子 1/2 本
しめじ 30g オリーブ油 大さじ 1/2
ベーコン 2 枚 塩 少々

こしょう 少々

１人分（ｴﾈﾙｷﾞｰ 139kcal、たんぱく質 3.9g、脂質 9.0g、食物繊維 3.0g、食塩 0.7g）

｛※１日の塩分
摂取量を男性
は８ｇ以下、
女性は７ｇ以
下に抑え、高
血圧予防に有効な野菜を積極
的に摂りましょう。
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Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
37
号
機
打
ち

上
げ
成
功

　

平
成
29
年
12
月
23
日
（
土
）
午

前
10
時
26
分
22
秒
に
気
候
変
動
観

測
衛
星
「
し
き
さ
い
」（
Ｇ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
‐
Ｃ
）
お
よ
び
超
低
高
度
衛
星

技
術
試
験
機
「
つ
ば
め
」
を
載
せ

た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
37
号
機
が

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
37
号
機
は

正
常
に
飛
行
し
、
打
ち
上
げ
約
16

分
13
秒
後
に
「
し
き
さ
い
」
を
、

約
１
時
間
47
分
59
秒
後
に
「
つ
ば

め
」
を
正
常
に
分
離
し
た
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

金
井
宇
宙
飛
行
士　

国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
活
躍
中

　

平
成
29
年
12
月
17
日
に
ロ
シ
ア

の
バ
イ
コ
ヌ
ー
ル
宇
宙
基
地
（
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
）
か
ら
、
ソ

ユ
ー
ズ
宇
宙
船
で
宇
宙
へ
飛
び

立
っ
た
金
井
宇
宙
飛
行
士
は
、
12

月
19
日
に
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
に
到
着
し
、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
で
の
長
期
滞
在
を
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

金
井
宇
宙
飛
行
士
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

第
54
次
／
55
次
長
期
滞
在
ク
ル
ー

の
フ
ラ
イ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
保
全
や
宇
宙
環
境
を
利

用
し
た
日
本
お
よ
び
国
際
パ
ー
ト

ナ
ー
の
科
学
実
験
、
医
学
実
験

な
ど
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
き
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
金
井
宇
宙
飛
行
士
の
最
新
の

作
業
状
況
を
見
る
事
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
金
井
宇
宙
飛
行
士
は
、

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ

Ｓ
Ｓ
）
か
ら
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
更

新
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

金
井
宇
宙
飛
行
士
最
新
情
報

http://tw
itter.com

/A
stro_

kanai

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
38
号
機
打
ち

上
げ
決
定

■
打
ち
上
げ
予
定
日

　

平
成
30
年
２
月
25
日
（
日
）

■
打
ち
上
げ
予
定
時
刻

　

13
時
00
分
～
15
時
00
分
（
日
本

　

標
準
時
間
）

■
打
ち
上
げ
予
備
期
間

　

平
成
30
年
２
月
26
日
（
月
）
～

　

３
月
26
日
（
月
）

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

高齢者のスキンケアについて
　高齢者の皮膚は、加齢に伴い、皮膚が薄くなっ
たり、弾力性が低下したり、皮脂量や水分量の減
少などにより、乾燥しやすく、皮膚障害を起こし
やすくなっています。
　乾燥による皮膚のかゆみなど、日ごろのスキン
ケアで症状をおさえることができます。正しいス
キンケアで毎日を快適に過ごしませんか。
　
　スキンケアのポイントは①洗浄・清潔
②保湿③保護の 3 点です。
①洗浄・清潔
　皮膚の汚れを落とすには、入浴により石けんな
どの洗浄剤で洗い流すことが必要です。

（留意点）
・石けんを使った洗浄は 1 日 1 回にします。石け
ん等は、刺激の弱い、弱酸性やしっとりタイプな
どを選びます。使用後はきちんとすすぎましょう。
・毎日入浴しないときは、わきの下、陰部、足な
ど汚れやすい部分を洗浄します。
・洗うときは、手のひらか木綿のタオルを使用し、
十分に泡立てて洗います。
・湯温は 38 ～ 40 度で、つかる時間は 10 分以内

にしましょう。
②保湿
　皮膚の乾燥を予防するため、入浴後は速やかに

（できれば入浴後 15 分以内に）保湿剤を塗ると
効果的です。

（留意点）
・保湿剤も刺激の弱いものを選びましょう。
・保湿剤を 1 か所ではなく皮膚の複数か所に点在
させ、手のひら全体を使って、やさしく、広範囲
に塗ります。できるだけ皮膚のしわにそって塗り
ます。
③保護
　紫外線、電気毛布やカーペットの刺激、排泄物
の接触などの対策が必要です。

（留意点）
・外出の際は、帽子、上着、日焼け
止めを活用しましょう。
・肌への余計な刺激を避けるため、なるべく木綿
の肌着を使用しましょう。
・電気毛布や電気カーペットの長時間の使用は、
乾燥を助長しやすく、低温やけどの可能性もある
ため避けましょう。
・排泄物はきれいに除去しましょう。
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
三原　清吉（二十番）　新留清一郎（平　鍋）
盛貴美紀則（上　方）　日髙　和昭（東之町）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,118 人 ( -12) 出生 1 人

男　性 3,854 人 ( -4) 死亡 11 人

女　性 4,264 人 ( -8) 転入 8 人

世帯数 4,315 戸 ( -4) 転出 10 人

※（　）は前月との比較（12 月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　12 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 26 件 うち急病 17 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発生件数 10 件 ( -7) 43 件 ( -1)

死 者 数 0 件 ( -1) 0 件  ( -1)

負傷者数 12 件 ( -7) 49 件 ( -4)

※平成 29 年 12 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 29 年 12 月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

12/3　
小田　泰正 新　町

長深田　京 新　町

12/27　
小井土　雄輝 西之町

中馬　早 竹屋野

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

11/20 遠藤　稜
りょうた

大 正啓・めぐみ 古　房

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

12/2 濵脇　和七 南界園 87 歳

12/3 濵田　サチヱ 新　町 101 歳

12/5 新留　マサ子 平　鍋 103 歳

12/5 南　龍藏 原　尾 86 歳

12/10 武宮　アイ子 満足山 93 歳

12/10 盛貴　美保子 上　方 59 歳

12/11 北山　源次 広ヶ野 76 歳

12/12 提　忍 本　村 65 歳

12/18 鮫島　サチコ 牧　川 92 歳

12/25 春田　ハル 春　田 91 歳

12/28 日髙　芳子 東之町 91 歳

12/30 中田　ミチヱ 南界園 87 歳

｛

共同募金運動のお礼と実績報告
　10 月 1 日から 12 月 31 日までの 3 カ月間にわ
たり、町民の皆さまの
ご支援とご協力のも
と、目標額を達成でき
ました。
　今後ともよろしく
お願いします。
実績額 2,589,307 円
◎お問い合わせ先
　中種子町共同募金委員会(㉗ 1845

内　訳 金　額
戸別募金 2,004,700 円
法人募金 439,000 円
街頭募金 84,423 円
学校募金 36,998 円
その他募金 24,186 円 ｛

にっぽん縦断こころ旅 2018 春の旅・お手紙募集
　中種子町での、皆さまのこころの風景とエピ
ソードをお待ちしています。
■募集締切　２月 26 日（月）必着
■投稿方法

　はがき・封書・FAX または番組 HP から
　〒 150-8001「こころ旅」係
　FAX 03-3465-1327
■お問い合わせ先
　ＮＨＫふれあいセンター　0570(066)066
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「なかたねお知らせ版」　2月 1日～ 28日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

1（木）ぽかぽか教室 13:00~

9（金）母子手帳交付 13:00~

15（木）乳幼児健診

17（土）おやこ食育教室（対象：星原小）9:00~

21（水）マタニティ教室
お産・母乳 14:00~ 保健センター

22（木） マタニティ教室
沐浴 18:30~ 保健センター

23（金） 母子手帳交付 13:00~

28（水）マタニティー教室
お産・母乳 13:00~ 種子島産婦人科医院

乳幼児健診　2 月 15 日（木）
※保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 か 月 児 09:00~09:15 H29.09.21　～　H29.11.14 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29. 2.18　～　H29. 3.14

5 歳 児 12:45~13:00 H24.11.16　～　H25. 2.14

予防接種　
※接種場所は各医療機関となります。
接種種類 接種期間 接種可能対象者

四種混合
1 月 29 日～ 2 月 3 日

生後 3 か月～ 90 か月
2 月 26 日～ 3 月 3 日

水 痘 2 月 5 日～ 2 月 10 日 生後 12 か月～ 36 か月

二種混合 2 月 13 日～ 2 月 17 日 H17. 4. 2 ～ H18. 4. 1

日本脳炎
１ 期 2 月 19 日～ 2 月 24 日

H24. 4. 2 ～ H26. 4. 1

日本脳炎
２ 期 H19. 4. 2 ～ H20. 4. 1

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

行事・イベントなど
日 行　事

3（土）「清水アキラ＆ミラクルひかる」スペシャ
ルライブ【種子島こりーな】14:00~

4（日）第 58 回種子島地区武道大会【南種子町】

10（土）「生涯学習町民フェア」生涯学習大会【種
子島こりーな】13:00~

17（土）
第 7 回チャレンジ・キッズ「さよならチャ
レンジ・キッズ」
第 65 回鹿児島県下一周市郡対抗駅伝競
走大会（～ 21 日）

24（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30~

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
眼科、耳鼻咽喉科を除く外来診療は午後から休
診します。

各科 診察日

眼 科 5（月）、6（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科 1（木）、15（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科 毎週月曜日午後、火曜日、水曜日午前　※ 12（月）休

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

4（日） 田上診療所 ㉗ 0325

11（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

18（日） 中種子クリニック ㉗ 3222

25（日） 井元医院 ㉒ 0075

子育て支援センターおひさま（保育所内）
※未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場所

2（金） 幼児学級合同（1 ～ 4 歳児）
中央保育所豆まき会参加 中央保育所

6（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
バルーンあそび 保健センター

16（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
ひな祭り制作 伏之前住宅集会所

20（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
ひな祭り制作 保健センター

23（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
ひな祭り制作 伏之前住宅集会所

中央保育所園庭開放日
第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。

種子島産婦人科医院（㉒ 0260）
外来休診日　7 日（水）
土曜日外来診療日（要予約）3 日（土）9:00 ～ 12:00



■
フ

ァ
ッ

ク
ス

：
0997-27-3634

■
E-m

ail：
naka-koho@

tow
n.nakatane.kagoshim

a.jp
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

／
http://tow

n.nakatane.kagoshim
a.jp/

広
報

な
か

た
ね

2
月

号
　

平
成

30
年

1
月

25
日

発
行

■
発

行
／

鹿
児

島
県

中
種

子
町

役
場

■
編

集
／

企
画

課
広

報
係

■
電

話
0997-27-1111（

内
線

303）

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
9:40 10:30

12:10 13:05
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 29 年 12 月 1 日～平成 30 年 3 月 9 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:20 11:55
11:40 13:15

12 月 30 日～ 3 日のみ運行
（但し 1 月 1 日運休）
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

木・金・日のみ運航

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
7:00 8:35
月・金・土のみ運航

（但し 1 月 1 日～ 3 日運休）
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
9:30 11:05

1 月 1 日～ 3 日のみ運行
11:05 12:45
13:40 15:15

12 月 30 日～ 3 日のみ運行
（但し 1 月 1 日運休）
15:00 16:35

16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

島の四季彩
カワヅザクラ（バラ科）

【漢字表記】河津桜
【原産地】静岡県河津町
【栽培適地】日当たりよく適湿な場所
　『広報なかたね』2017 年３月号
に伏之前の鏑木紘一さんが苗を寄
贈され、太陽の里に植樹された記事がありました。
　本号の写真は 2015 年２月下旬の原木の満開の様子
です。昭和 30 年頃の２月に伊豆半島の河津川の川沿
いの冬枯れの雑草の中で芽吹いていた１ｍほどの若

木を見つけ、庭先に植えたのがこの原木だそうです。
　河津桜はカンザクラの一種で、親はカンヒザクラ
( 寒緋桜 ) が確実で、もう一方はオオシマザクラでは
ないかとされています。片親がカンヒザクラのため、
早咲きで、暖地に向いた園芸品種で、西日本で広く
栽培されています。
　『広報なかたね』の 2015 年２月号で紹介しました
西之表市の名木『鉄砲桜』もカンザクラとされ、片
親がカンヒザクラのため種子島の気候風土に合い、
サクラとしては巨木に育ったのではないでしょうか。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）


